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序 文

史跡秋田城跡は第40次調査を終了し，遺跡の中心部であります政庁域の状況が

ほぼ把握できる段階に至りました。また，今年度は発掘調査と併行して近々着手

が予定される環境整備事業に向けての予備調査が実施きれ，その実現化に大きく

前進した年でもあります。

調査成果といたしましては，政庁域においてこれまで私共の念願でもありまし

た正殿跡を発見したことが第一に上げられます。しかも，その柱痕跡からはおび

ただしい焼壁と炭化材が出土し大火災を被ったことがうかがわれます。

これまで多くの文献資料がありながらーっとして対比の可能な遺構がなかった

だけに，この焼失正殿は今後の秋田城変選を考える上で大きな指標となるものと

考えられます。
ひとカeた

また政庁域の調査に先立つて実施された第39次調査では沼沢跡から人形，人面

土器，斎串等々，多数の木製品が出土いたしました。これら種々の木製品は

すべて古代「まじない」に関係した遺物であり都から遠く離れた出羽国最北の地

でも中央と同様の儀式が取り行われたことが実証されたわけです。

素朴ではあるが， しかし不可欠な 「まじない」。現代において失いかけている精

神文化を古代の遺物を通して通感した次第であります。

このよ うな多くの成果を得ることができましたのも常日頃からのご指導，ご援

助をいただいている文化庁， 宮城県東北歴史資料館，同多賀城跡調査研究所，秋

田県文化課等々多くの方々のご協力があって始めてなし得たものと深〈感謝申し

げ.るとともに今後の調査につきましでもより 一層のご指導，ご鞭縫をお願い

し上げる次第であります。

昭和60年 3

秋田市教育委員会教育 高泉宏作



I 調査の計画…………-

II 第39次発掘調査

目 次

1 ) 調査経過…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・H ・H ・-…・………… 2

2 ) 検出遺構と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・………...・ H ・.5

3 )まとめ……………...・H ・..……………………...・H ・..…………………………………23

III 第40次発掘調査

1 )調査経過.............................................................................................24

2 ) 検出遺構と出土遺物…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

3 )各層位出土遺物……...・ H ・.....・H ・..……………...・H ・..……....・H ・..………一………40

4 )まとめ……………………………...・ H ・..……...・H ・..…………………………………41

例言

。本概報の図面 ・遺物整理 ・執筆 ・編集は小松・日野・ 高橋(補佐員)があたった。

o遺物実測図・ 写真の縮尺は 3分の lである。

0第39次調査出土の木製遺物は，整理日数の関係で一部の写真のみ掲載した。実測図 ・写真につ

いては後日報告したい。

Ol奈紙文書の解読と赤外線テレビカメラによる写真は，東北歴史資料館 ・多賀城跡調査研究所佐

藤和彦氏と国立歴史民俗博物館平川南氏のご協力を得た。

0石帯の石質鑑定は，秋田県立博物館の嵯峨二郎・渡辺昆両氏にお願いした。

0第40次調査，柱痕跡出土「白土」については，国立歴史民俗博物館の永嶋正春氏及び秋田大学

本多朔郎教授に分析をお願いした。

0発掘調査にあたっては下記の機関，諸氏からご指導・ご助言を得た。

玉|立民俗民俗博物館教授岡田茂弘氏，宮城県多賀城跡調査研究所進藤秋輝，白鳥良一，古川雅

清各氏，東北歴史資料館桑原滋郎氏，奈良女子大学助教授佐藤宗誇氏。
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I 調査の計画

昭和59年度の発掘調査地は鵜ノ木地区北部と政庁域の中心部と考えられる護国神社境内広場のー.

ヶ所を設定した。

発掘事業費は，総事業費 1，300万円のうち国庫補助額50%(650万円)，県費負担額25% ( 325万

円)，市費負担額25% (325万円)である。

調査計画は次のように立案した(表 1)。

表 I 発掘調査計四

調査地区

鵜ノ木地区北部 I 9∞m' (幻3)
護国神社境内広場 1，300m'(394) 

第39次調査は，東外郭線外側の隣接地で，これまでの調査により原始から継続する沼沢跡である

ことが判明しているが，その北限を確認することを目的としている。調査の結果，前固までとほぼ

同じ状況で泥炭層が検出され，多くの遺物が出土した。ただ様相を異にしているのは，多量に出土

した木製品の大部分が「まじない」関係の人形，馬形，人面墨書土器，斎串等で占められているこ

とである。調査の初期の目的であった沼沢跡の北岸土留杭列，堆積土等によって古代の状況は確認

されたが，泥炭層はさらに深〈北に延びており，今後泥炭層下の自然地形を調査する必要性が課題

として残った。

第40次調査は，昨年度第38次調査の遺構を元に正殿と考えられるー画と政庁北辺の西延長線上に

グリ ットを設定した。その結果重複による VI期の正殿とその前方建物跡，そして北方では，昭和58

年度に連続する築地跡とその内側に掘立建物跡が検出された この建物は第38次調査の北東建物と

対称的な位置にあたる。特に正殿はほぼ同位置において重複が認められたが，第W期の柱痕跡には

焼壁，炭化材が多量に混入し被火災建物であることが判明した。

また正殿前方で検出された建物は， 1間X3間， 2間X3聞といっ東西棟の小規模なものである

が，これまでの東北の古代城柵の政庁建物としては特異な存在であり，その性格付けが今後の問題

となろっ 。

昭和59年度の発掘調査状況は次のとおりである。

表II 発掘調査実施状況

10月20日は一般市民を対象に現地説明会を開催したが， 来跡中の国立歴史民俗博物館の平川南助

教授に「漆紙文書J についての特別講演をいただき，参加者の反響も大なるものがあった。
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11 第 39次発掘調査

1) 調査経過

第39次調査は，東外郭隣接地を対象

に，これまで確認している縄文時代か

らの沼沢跡北岸を追求することを目的

とし， 4月16日から 7月7日まで実施

した。調査面積は 607mZである。調査

地基準杭 (原点)は，NO.3マンホール

から測点移動を行い， X= 324.541 Y 

=-61.335， H=36.854とした。

調査地は，休耕畑と原野のため草刈

及びその周囲に繁植する竹，雑木の伐

採を行い同時に表土(耕作土)除去作

業を実施した(4月28日L表土を除去

した段階で堆積層の把握と排水用のた

め西調査区の壁際にトレンチを設定し

た。その結果，東に傾斜する土層は下

層から黄色砂，黒色腐植土，褐色土，

…色土，赤褐色砂質土の順で堆積し，

いずれの層も最下面の泥炭層を覆って 第2図 第39次調査周辺地形F

いることが確認されたので上層より除去作業を開始した (5月19日)。 この間，赤褐色砂層から掘り

込まれ現地形に沿って西から北へゆるやかに弧を描く SD 737溝跡を検出した。

中央部での掘り下げと併行して，溝壁を残して黒色砂質土を除去したところ， N 8-97で付札用

木簡と思われる木製品が出土したが墨痕は確認できなかった (21日)。溝は全調査区でフ。ランが判明

したが (23日)，北東部分は重複が認められる。掘込面は両者とも赤褐色砂で，埋土も酷似する。

溝，遺物を中心とした平面図作成，レベル測定を実施 (24日)0S D 737溝と泥炭層の掘り下げを

開始，溝内からは埼，赤褐色土器片出土 (29日)。調査区西，北側層序は西方斜面から流れ込んだ土

砂が泥炭層と丘層をなす。N8-92・93では泥炭層上面及びわずかに突刺った状態で斎串 (板状，

棒状)がまとまって出土した。

調査区両壁付近NC-97で，泥炭層に連続する灰白色砂層から炭化物と共に 1個体分の赤褐色土

器裂が出土した(6月4日)。数日後に洗浄し器面を観察したところ人面墨書土器であることが判明

した。なおその周辺の下層からも 4個体の人面墨書土器が出土している。

-2-



泥炭層は岸辺付近

では流れ込んだ土砂

と交互に堆積し， 6 

-7枚の泥炭層を形

成している。この岸

辺付近の泥炭層をい

げたところ調査区

の中央部，北東部で

は土器類が多くまた

西，北西側には人形，

馬形，斎串，曲物，

皿等多量の木製品が

検出された。6日に

は全長46cmと20cmの

人形， 翌日はややた

れた目と鼻，そして

岳を墨書した人形が，

さらに翌々日に新た

に3枚の人形が多

の串類と共に出土し

た。これらの出土遺
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定し，写真撮影の後実測を開始した(9日)。調査区中央部北側の溝プランを明確にさせるため断面

観察用トレンチを設定。その結果， S D 737 A . B の新旧 2時期の溝の他に細くかなり深い溝状の

落ち込みが認められた。その深い溝状のプランの左右の土層に上下のズレが確認されたので他の 2

ヶ所で土層観察を行った結果，この細<，深い落ち込みは人工的なものではなく，地震等の自然現

象によるものと考えられた。また SD 737の南には黒色砂を埋土とする浅い大溝状の遺構S0738 

が検出されたが，掘り下げた結果底面には 2-3列の杭が約50cm間隔で認められることから， 土留

用シ方、ラミと考えられる。埋土にはかなり多くの赤褐色土器と木製品が混入している (12日)0NE 

-94グリ ッド周辺でケズリ削を含む数点の木簡， NEー 88で石帯が各々泥炭層から出土した (13日)。

NE . F-91-94の大溝状遺構 (SD738)周辺を掘り下げたところ，さらに古い杭列がほぼ同位置

同方向に検出されたので，西方へのつながりを明確にするため，西側グリ ッドを掘り下げ，同様に

杭列を確認した。またNF-90では赤褐色土器内面に付着した漆紙文書が出土 (19日)。

- 3-





仏

E318 E324 

E306 

背 :杭

.. 
C
 

-C' 

H' 

Pい

第 3図 第39次調査検出遺構図

E330 

-
R

、白
血
司、

0
 

• 
-p
a-
-
e
 hν 

。
占v

. 
.、

。ι島

¥ 

円

L

・
・

4

・y
t
・

7
rい
h
r

r
k
 
.
.
 
J

・
'e

、J.

・、.，，

Q
U

，.
 

ビ336 F 

-A' 

A 

-545 

、司、 I ~ -548 

-S' 

-556 

5 D736 

pμ 
l
F
 

-560 

0 1  : 200 11m 



遺構 ・遺物の大部分が検出されたので，泥炭層を精査しながら写真，実視IJのため清掃作業を実施。

その間，人形及び人面墨書土器，それに矢羽状を呈する性格不明な木製品が4点出土した (26日)。

日全景写真撮影，28日から最終段階の平面実測を開始し， 30日終了。引き続き航空写真撮影のた

めの清掃を行い 7月2日撮影。 4日から埋戻し作業を開始し， 7日には一部未調査のNB-E-97 

-98グリ ッドの精査を行いすべての調査を終了。また次回調査地の神社境内に機材を運搬した。

なお 6月23日に現地説明会を催した。

2) 検出遺構と出土遺物

50736溝 (第3図，図版 2) 

調査地区東南端の地山粘土(寺内層)面で検出された。上面幅約 40cm，深さ約 15cmである。

埋土は褐色土で，遺物は出土しなかったが比較的新しい時期のものと考えられる。

50737溝 (第 3図，図版 6) 

第3層の赤褐色砂耐で検出された。西南端から北東へ緩い弧を十郎、て延びている。IIJI1¥約70cm，深さ

約30cmで北東部は重複が認められる。昭和56年度第34次制査検出のSD436溝と接続するものである。

沼沢がかなり 小規模化 (人工的埋立)した段階でその岸辺を回っているものと考えられる。

50737出土遺物 (第4図，図版30)

赤褐色土器:6は回転糸切り無調整の町、である。底部に判読不能の墨書が認められる。

石帯:7は鋳'm:飾石の巡方である。石質は石英斑岩である。

50738大溝 (第3図，図版 6) 

調査区中央の北西から南東方向の大溝である。貰褐色砂を除去した段階で黒色砂を埋土として確

認された。埋土を除去すると 2-3本の細い溝状になり，その底面に約50cm間隔.て、径約 5cm程の杭

列が検出された。 2-3時期の土留杭列と考えられる。シガラミは検出きれなかった。

¥じf
1 (2-901) 

2 (2-972) 

¥三 ¥伺 d
¥て寸ープ
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50738大溝出土遺物 (第4図，図版30)

赤褐色土器:1， 3 -5は杯で，回転糸切り無調整である。 5は体部に墨書が認められる。2は

鍋か鉢状のもので，割れ口にはアスフアルトが付着しており 破損した際の接着剤として使用され

たものと考えられる。

5A739杭列 (第3図，図版 3) 

本杭列は前述のSD738大溝の底面で検出きれたものである。杭は約30cm-50cm間隔で打ち込まれ

ており，径約 5cm程の丸 ・角材で先端は片面を削っているものが多いよつであるが，遺存状況が悪

〈不明な部分が多い。シカヲミは検出きれなかったが，杭の太き，間隔等から護岸用土留杭列と考

えられる。

5A740A・B・C杭列 (第3図，図版 3-5) 

沼沢泥炭層の面が岸へ傾斜する境付近に打ち込まれている杭列である。西南 (SA740B)から北

(SA740 A)へ緩〈弧を描いている。調査区の中央部から北西にかけて遺存状況が良好である。

特に中央部では 3列-5列程検出され，土圧のためか上端部が沼方向に倒れかかっているものが多

い。これら数列が一時期なのかあるいは数時期の重複なのか明確な判断はできなかったが，打ち込

まれた先端部にかなり高低差があることから数時期の所産と考えられる。SA740Cは北方向に延び

る可能性がある。

杭列の性格については，部分的に細い枝状の木質部が杭列の周辺から確認されることから，シヵー

ラミを組んだ土留と考えられる。木製品の多くは，杭列の周辺に集中して検出された。

5X741テラス状遺構 (第3図，図版 3・4) 

調査区北西壁で検出された張り出し部である。遺構として認識できるかどうか問題があるが，人

器，斎串，刺串等が特にその周辺に集中することから，儀式の場 (直接的な儀式を行わな

くても， 二次的な場，例えば各種供物の流し場)としての可能性を指摘しておきたい。

5X742 (第3図，図版 2) 

東南端，沼沢岸で検出された。プランは不整形，深さも 5cm-l0cmで底面は凹凸が激しい。縄文

土器片が出土している。

5G463沼沢 (第3図，図版 3) 

沼沢跡についてはこれまで第22・26・34次と実施してきたが，今次の北岸が確認されたことによ

って全容がほぼ明らかになった。すなわち緩い r< J字状を呈し，南北約60m，東西約30mの規模

である。

SG463の堆積層は，表土層 (耕作土)，暗褐色土 (新整地=ガラス，陶磁器出土)，黒色砂，赤褐

色砂，灰白色砂，貰褐色砂，灰白色砂，泥炭 (有機質層)である。

泥炭については，底面部分ではまったくの有機質層のみで形成されているが，岸辺付近において

は，泥炭と上方斜面から流れ込んだ黄色砂及び赤褐色粘土と互層をなし， 5層の薄い泥炭が確認で
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きる。しかし造物の取り上げ.については一枚の泥炭を最後まで追い求めるこ

とは不可能であり，細別はできなかった。

〈表土，黒色砂出土遺物>(第7図，図版 19)

ぎら

あよら

燈火具 1・2は乗燭と言われるものて1 燈火具の一種である。内面の燈

蓋には燈心を立てるための芯受がある。底部には台に固定するための細持し

があけられている。1は内外面に油煙様の炭化物が認められる。2は脚部

を除き施利されている。油煙等はみられず未使用と考えられる。

赤褐色土器 3は回転糸切りの坪で底部に三角形状の墨書が認められる。

4は回転糸切りの台付坪である。底部には判読不能の墨書が認められる。

5G463沼沢跡出土遺物

賞褐色砂出土 (第8・9凶，図版19・20)

須恵器 1は回転糸切り無調整の坪である。2は台付の血状を呈するもの

で，内面は擦痕 ・墨痕がみられ転用硯としている。3は長頚壷で内外面のほ

ぼ全面に自然利が認められる。4は回転糸切りの後，台を付しその周縁に l口

転ケズリを施している。5は扇平なつまみをもっ蓋で，内面を転用硯として

使用している。6は回転へラ切り無調整の坪で，底部に判読不能の墨書が認

められる。内面には墨痕がみられるが擦痕はなし。

硯: 7 は p~面硯の脚部で，横位に四条の沈線と透し窓の聞には縦方向に三

本の沈線を配している。

1 (2-979) 

2 (2-980) 

¥ ヒーーク

ο 
J 

3 (2-925) 

一一ー/ 戸 ‘

‘ーーーーーーー、d

赤褐色土器:8 -16・20-22は回転糸切り無調整の杯である。13は体部に「金J，15も体部に「具」

と明瞭に判読できる量書が認められる。16は底部に墨書がみられるが， 2つの文字あるいは記号は

異筆と考えられる。20・21は底部に， 22は体部にそれぞれ墨書がみられる。14は内面ほぽ全体に漆

の付着が認められ，部分的にではあるが漆紙状のものも遺存している。18・23は回転糸切りの後，

ムを付したもので， 18は底部に墨書が認められる。

土師器 :17は台付-皿で台周縁に回転ケズリを施している。体部には「生Jの墨書が認められる。

19も体部に 「我」と考えられる墨書で，墨痕が非常に薄〈赤外線テレビカメラで確認できたもので

ある。

陶器 :24は灰粕陶器の台付皿で，席IJ毛塗りによる淡い緑色の糊が認められる。外面底部には墨痕

がみられる。

瓦:25は格子叩自の平瓦である。

灰白色砂出土 (第10-12図，図版20-22)

須恵器:1・3は回転へラ切り無調整の杯で底部に墨書が認められる。1は 「我」とも判読でき

る。2は擬宝珠状のつまみをもっ蓋で，転用硯に使用している。4は体部に墨書の認められる杯で

- 9ー
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第 8図 黄褐色砂層出土遺物

- 10ー



22(2-932) 

23(3-055) 

ミ弓ごJ

にJ

3

物

:
i
i
 

:
i
 

1

:

 
↓
↓
土
↓
↓
出
立
層
土
砂

o
lヒ
色褐賞図Qd

 
第

1cm「「
ある。31は長頚壷で頭部より上を欠〈 。胴部には中央から下半部にかけて叩きの後，手持ちケズリ

を施し，全面に回転ケズリ調整で仕上げている。底部はケズリ ・ナデのため切離しは不明であるが

付高台のものである。32は底部を欠〈長頚査である。外面胴部下半は斜位方向にケズリが認められ

る。その上には不定方向に土師器などに見られるミガキ様の施痕が観察できるが，整形という役目

は果していないよつである。内面はロクロ痕が顕著に認められる。33は胴中央部やや上に最大径を

もっ広口査で，底部は指頭による凹凸が認められる。外面の半分程は賞褐色の自然、利に覆われてい

る。内外面ともロクロによるナデ整形であるが，胴部下半は縦位の手持ちケズリ，底部近くでは横

位のケズリが認められる。34は頚部が直線状に立ち上る長頚査で高台が付く。頚部にはわずかでは

あるが，整形段階でのリング状の凸帯が観察できる。外面胴部中央から下半部にかけて縦位の手持

ちケズリが残る。内面はロクロによる調整を施し，下半部にかけては斜位 ・縦位の手持ちケズリが

認められる。

土師器:5は低い台の付く坪で，内面は横位 ・放射状のミガキの後，黒色処理を施している。底

部には rXj状のへラ書きが認められる。

赤褐色土器:6 -26は杯 ・皿形， 10は台付の血である。19・21・22・24の体部破片以外はすべて

口l転糸切り無調整である。18-26は底部あるいは体部に墨書が認められるもので，23は「上j，24は

「太j，26は 「生」と判読できる。20は「大」の可能性がある。22は落書状のものか。27は回転糸切

り無調整の小型の裂で、ある。28は羽釜と考えられるもので，口t瀦日の鍔の部分が逆 r< j 字状に突

出している。

土製品 :29は須恵器饗再利用の円盤状土製品である。周縁を打ち欠いている。
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第11図灰白色砂層出土遺物
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石製品:30は両面に使用痕が認められる

砥石である。

泥炭層出土 (第13-19図，図版22-30)

須恵器:1・7・8・10は回転へラ切り

無調整の界である。 lの内面には墨の付着

がみられる。底部には「門」と考えられる

墨書が認められる。7・10の底部， 8の体

部にもそれぞれ判読不能の墨書が認められ

る。 2-6は回転糸切り無調整の杯で， 3 

には 「口J i日」あるいは「己」とも考えら

れる墨書が底部に認められる。6は体部 ・

底部に墨書がみられる。9は回転糸切りの

ム付杯で底部に墨書が認められる。11は

なつまみ部に墨書を有する蓋で，肩部を

口1転ケズリしている。内面は転用硯として

使用している。12-19は壷類である。12・

13は長頚査の頚音ISで， 13は口唇部を上方に

引き出しているのに対し， 12ではやや外方

につまみ出している。いずれも焼成良好で，ほぽ全面に自然糊が認められる。14は頚部に凸帯が廻

るもので，この部分に漆の付着が認められる。15も凸帯の廻る長頚歪である。胎土は非常にきめ細

< I 白っぽい色調を呈しており灰利陶器の可能性がある。内外面ともロクロ整形であるが， 外面胴

央部には横方向の回転ケズリがなされている。16は高台の付くもので，ナデのため切離しは不明

である。外面は胴中央部から上はロクロ整形によるもので，下半部にかけては手持ちケズリの後，

口l転ケズリしている。17は頚部に低い凸帯が作り出されている。底部は回転糸切リの後，付向台し1""

縁をナデている。外面胴下半部は回転ケズリを施している 。18も高台の付く 小型の査で，ナデのた

め切離しは不明である。外面胴上半部には横方向のケズリがみられ，後ロクロによるナデ整形が施

きれている。下半部にも横方向のケズリが残る。16-18の内面頚部から胴上半部にかけて， ミミズ

パレ状の痕跡が認められる。19はやや広口の壷で，頚部にはわずかに凸帯が認められる。20は十刑

の裂で胴部が球形を呈している。口縁から肩部にかけてはゴマ振り状の自然紬がみられ，胴中央部

から下も自然和lによりつやのある黒色となっている。外面は平行叩きの後，ロクロによるナデ調拡

が施されている。内面は胴上半部では丁寧なナデとなっているが，中央部では同心円状のアテ具痕，

音rsでは平行叩き痕をそれぞれナデで消している。21は底部に菊花状の整形の後， 高台を付した

霊である。外面は平行叩きの後，胴中央部から下を斜位の手持ちケズリ，きらに全面に回転利用の

- 14一
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第13図 泥炭層出土遺物
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調整が認められる。内

面も胴中央部から上を

口l転利用の調整，下半

部にはヨコナテ二底面

はナデツケが施されて

いる。22は俵形の胴部

に緩〈外反する口縁部

を付した横瓶である。

胴部は下端をロクロで

成形した後，叩き締め

ながら粘土ヒモを積み

げ，台から離した後

に胴中央部に穴をあけ

頚部を取り 付ける。次

いで上端に粘土板を貼

り，最後に下端にフタ

をし仕上げている。

端の内面には指による

ナデ痕が残る。外面は

平行叩き，内面には扇

状のアテ具痕が認めら

れる。

土師器:23は口縁部

が r< J字状に外反す

る長胴裂で底部には木

葉痕が認められる。外

面は口縁部をヨコナデ，

胴部は縦・斜位のカキ

が認められる。下半

部にかけては火熱を受

け脆くなっており，煤

状炭化物の付着も観察

できる。内面は口縁部
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第19図 泥炭層出土遺物

をヨコナテ二胴部は横位のカキ目が底面近くまで施きれている。24は内面を黒色処理した杯である。

ミガキは内面と外面口縁部にも認められる。25は「八」字状の台をもっ坪で切離しは.不明である。底

部には「ー」のへラ書きが認められる。26・27・83は体部に墨書を有する坪で， 26は回転糸切り無調

整である。 28は内面黒色処理の蓋でつまみを欠く。 75は台付坪で内外面の横位ミガキが施されている。

赤褐色土器 :31-33は皿形を呈するものである。32は内面全体に墨が付着しており，一字は墨

と認められる。34-74，76-82は坪であり，底部の遺存しているものは回転糸切り無調整である。

34-37， 67， 71， 73， 76-82には墨書が認められる。判読できるものは，67の 「厨J，81の 「長」 と

少ないが， 34は 「イ」状の記号か，71は「史Jか「吏」と考えられる。76は体部いっぱいに目玉が

描かれており ，後述の人面墨書土器との関係が考えられる。59は内面に漆状の付着物が認められる。

84は内面に漆紙が遺存しており ，赤外線テレビカメラにより 3ヶ所に文字が確認された。判読はで

きないが，大きめの二文字については自署の可能性がある。85は回転糸切り無調整の裂で， 「〈」

字に外反した口縁が口唇部で上方につまみ出しているものである。

縄文土器:29は地文にLR縄文を施し，口縁部の無文帯と画するように横位の撚糸圧痕が認めら

れるが，磨滅が著し く細部については不明である。
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第39次調査出土人面墨第20図

石器:30は横形の石匙である。

英斑岩である。質はの丸靭である。石帯 :86は鍔帯飾リ

図版 33-35)人面墨書土器 (第20・21図，

5は下層賞褐色砂層から出土3 ・4は第 5泥炭層(下層賞褐色砂上)， 1 . 2は上層貰褐色砂層，

下半は縦方向の手持ちケズリを行っ

した (第5図)。いずれも赤褐色土器である。

1 . 2は饗であり，胴部上半に回転を利用した横位の調整，
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第21図 第39次調査出土人面墨書土器

ている。部分的に平行タタキ板痕が認められ，ケズリ調整以前にタタキ整形している。 lは胴部4
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面に人面の墨書があり， 2 も観察される人面は 2 面であるが本来 4~5 面あ っ たも のと考えら れる。

胎土，焼成，調整技法，人面の筆づかいなど非常に類似しており，同時に使用きれた可能性がある。

3・4は小ぶり な饗でロクロ切り離しは回転糸切り，底部立上り部分を 5cm程，回転ケズリ調整

を行っている。胴部全体に 3面の人面墨書があり，胎土，焼成，調整技法，人面の筆づかいが類似

している。

5 は器高に対し口径の広い鉢形である 。 ロクロ切り離しは回転糸切り，底部立上り部分を 2~3

cm手持ちケズリを行っている。5面に人面の墨書が認められるが1~ 4のように詳細なものでなく，

眉 ・目・ひげだけの簡略な描写である。
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3) まとめ

第39次調査は，古代における沼沢跡の北岸を明確にすることと，鵜ノ木地区においてどのように

して沼沢が形成されたかを追求することであった。また結果として，多くの 「まじない」関係の木

製品が出土したので，この点についても述べてみたい。

沼沢跡の北岸については，検出遺構の項で述べた如く，杭列の付近と考えられる。杭列は，泥炭

の立ち上がり部分に打ち込まれ，シガラミは残存しなかったが，恐らく水際に土留め用として打

ち込まれたものと考えられる。その位置については上下，あるいは，斜面の上方，下方に認められる

ることから数的期にわたって構築されたもので，若干の移動が認められるのは， t勇水の増減による

水面の上下変化によるものと考えられる。またこのことは，泥炭層も両側で極度に薄くなることか

らも裏付けられよう 。

沼沢の形成過程については，確定できる資料を得ることができなかった。しかし，調査区北壁付

近のトレンチの結果約80cmより下層は，灰白色の地山砂で，約1.3mまで掘り下げたが最下部の

内層まで達しなかった。

これらのことから調査地沼沢は，北方約 100mに位置する空素沼に達する沢頭にあたり，これが

ある時期に飛砂によ って塞き止められ沼沢化したと推定することが可能である。ちなみに地山飛砂

には縄文時代中期以降の遺物が数ヶ所で検出きれている。

本調査で出土した遺物は，多量の土器類と木製品である。木製品は曲物 ・皿 ・木簡等なども多か

ったが大部分は斎串 ・刺串 ・人形 ・馬形等いわゆる「まじない」関係のものであった。中でも斎串，

刺串は数百本を数え，斎串は板状，刺串は棒状を呈し，その先端は圭頭で割りが入っている。多

の土器の中には人面墨書土器饗が5個体， また杯体部に大きな目玉を描いたものもあり，単なる生

活用具の廃棄ではなく「まじない」と密接な土器もあることがうかがわれた。

これらの木製品，土器類は沼沢跡の北，北西岸地，すなわち本調査地に集中して検出された。こ

のことは「まじない」の儀式の場がどこであったかという問題にもつながる。調査地は東外郭線の

約40-50m外側でしかも外郭は東門の想定される地域でもある。

城柵内で儀式を行い，その品々を東門を出たすぐ下方の沼沢に流したものか，あるいは東門を出

た沼沢の水辺で儀式を取り行ったものかについては不明と言わざるを得ない。この問題は本調査地

と東外郭の中間地帯の調査によって解決されるものと考える。

なお，木製品については，整理日数の関係で，ほんの一部の写真を掲載することにとどめた。で

きるだけ早い機会にすべての実測図，写真を発表したいと考えている。

111 第 40次発掘調査

1) 鯛査経過
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第40次調査は，秋田県議国神社境

内広場を対象とし， 7月9日から12

月4日まで実施した。調査面積は約

1 ，280m2で‘ある。

調 t也は， 昭和56年以来の調査結

果から正殿と考えられる位置にあた

り， 昨年度の第38次調 で検出され

た政庁区画施設，東辺築地から西に

約40m，北辺築地から南に約30-40

mの地域である。

調査地 本杭は， 0.10マンホール

からislJ点移動し， X=-34.444， Y 

=25.533， H =48.243とした。

調 地設定では， 同清水公 の中

心部でもあり，桜・松等の樹木が点

するため， かなりの制約を予儀無

くされた。そんな中で発掘区は， 正

殿の推定域と北辺築地延長線 と二

ヶ所に設定した。最初に ，神社建立

の際の整地及び旧耕作 !徐 作業を実施したが，

すべて除 するのに40日を費し， 8月27日に終了

した。
j 
"/ 

整地問地区とも深さ約 1.3mの表土，

を除 すると日り方と考えられるれ込み に 」

がいくつか認められたのて1正殿地区から遺構精 qFlIA凶担 制併齢協・

a益者[.坊を婚4トね • i需主図d主主
に入った。その結果正殿の一部と考えられる東 EM俗的刻、制山繍...

可恥 -j，F':_叫1"J...1.lt;;;鍋域全

5聞の掘り方が南北に 5夢IJ確認されたが，規模，笠ね動包滝川W 命ね閥単
『酬 ? ~~.

形状， 埋土に相違が認められることから何棟かの

複が考えられた。またこれら掘り方群の約 6m 

程南でも小規模な り方が認められ，精 の結果

1問X3間と 2間X3聞の東西棟掘立柱建物であ

ることが判明した (9月1日)。

社 : ~;，J;:<1'l. 4~在 I~"if~め・fi1g，_

1民向)' i'ÝI~~向 a 飴州市1\:. 1向l
illl金.MJ正‘

正殿の規模を明確にするため掘り方の重複関係 u 挿図 3々 '7 '‘ 
，/ 
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を重点に精査した結果， 5 ~IJの掘り方は正殿の南桁，あるいは廟部分と考えられたため北へ調査区

を拡張することとした。また北方地区の西で検出きれていた焼土遺構の掘り下げを併行して実施し

た。拡張部では北桁列と考えられる掘り方が認められた。また正殿の西，調査区西壁で南北に連ら

なる焼土が認められたが掘り方プランは不明確である。先に検出きれていた 5列の掘り方の最前列

を精査したところ大きな掘り方は 3回の重複が認められ，さらに最も新しい掘り方には， 黄色粘土

が混入されている抜き取り穴が認められた。南から 2列自の掘り方は溝との重複が認められる(挿図)。

正殿東妻は調査区東壁にかかるため拡張し，全容を明確にすることにした (9月25日)。

北方地区では精査の結果不整形な土壌が6基程検出されたが いずれも浅く，出土造物も少なし

ため性格は不明である (29日)。

後殿の有無を追求するため樹木の合間をぬって北方地区南側を拡張した。この位置は正殿の東西

中軸の北方延長上である。栂り方3個は検出されたものの，正殿中軸線から東に 1間延びるに過ぎ

ないことから東西 2聞の規模の後殿は考え難<，またこの南には建物l棟分のスペースが存しない

ことから，秋田城には後殿が存在しなかったものと考えられる(10月1日)。脇殿の有無を確認する

ため正殿東前方にトレンチを設定し，調査したが，遺構は皆無であ った (11日)。 東脇殿は恐らく忠

魂碑の下部と考えられる。北方地区西側では焼土遺構面の精査の結果，小規模な掘り方が検出きれ

たが， 一部南壁にかかるので1m程拡張した。その結果3棟の東西棟建物の重複が判明した。この

間柱の断ち割り及び築地崩壊土除去と寄柱検出作業を実施した (17日)010月5日多賀城跡調査研究

所の進藤秋輝氏来跡。正殿の柱組合せについてご指導をいただいた。また東妻の柱痕跡にビッシリ

混入していた焼土は建物の壁土で，その表面に 2-3 mmの厚きで認められた白土は白壁の可能性が

あるとのことだった。この白土については後日，国立歴史民俗博物館の永嶋正春氏及び秋田大学鉱

山学部の本多朔郎教授に分析を依頼したところ白土と判明した。

20日の現地説明会のため清掃作業と遺構実測のため槌り方を設定(19日)。 全景写真撮影 (24日)。

航空写真撮影 (25日)。

26日より平面実測を開始し，併行して正殿柱断ち割りを実施する。SB748南廟列では，それと重

複する新しい掘り方 (SB745)，更に東西及び南で新しい掘り方に切られる直径約30m程のピット列

( S A 751 )のあることが判明した。正殿前方の建物も断ち割りを行い順次断面の写真撮影 (27日)。

B745南桁東 2番目掘り方を断ち割りしたところ，焼土の量が極度に異なる断面が認められ， 重複

の可能性が考えられたが，他の掘り方を精査した結果埋土の違いで重複ではないことが判明した

(29日)。ベルトコンベア等の機材類はすべて撤収 (31日)。

SB744東妻断ち割りに続いて北桁行の断ち割りを実施したが，重複が多いため半裁するとプラン

の消滅する掘り方が生じるためはぽ柱通りに幅50cmのトレンチを入れ観察することとした (11月8

日)。その結果，東妻ではわずかに確認していたSB746に切られている北の掘り方は， SB746とまっ

たく同位置に掘り込まれているSB746B建物があることが明確となった。またSB746掘り方の中間

- 26ー
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に見られるSB747掘り方は，

北列，東列は確認できるも

のの，西・南では認められ

ず建物跡とは断定できなか

った。SB747東列は布摺り

を伴うことから北列につい

ても同様のことが考えられ

る。9日， SB746東妻の断

ち割りてい新たな事実が判明

した。これまではSB746か

B745に切られていると考

えていたが，断面観察の結

果逆転した。誤認の理由は，

南桁の切り合いがほんのわ

o A K R 駄目岨晦 JII岨揖慢蝿同窓B同

晒相国与/{11'1 e (企) ，主主~2.. J、仏 一一一

ーヱ豆直並UI:

一 一
一 一

挿図 4

o A 1( R '*田岨梅 JII岨担蝿岨同量ell

岨柑国・~1/I1そ/目(~\J ，夫J¥1l官
記時舎‘トキム ーー一一一一

-平面1閉初¥;L.( 厨s'l" 1 句 'JI~ " 苓J

ずかであったことと，掘り 二位E私

方埋土が近似していたため

面プランでは識別困難で・

あったと考えられる (9日，

挿図)0S B746府掘り方を断

ち割り，いずれも重複が認

められることから， SB746 

Bも廟付建物と断定きれた 挿図 5

(21日)。

正殿前方建物SB754の再

精査したところ，上述した

1間X3聞の建物は，ほぽ

百|位置，同規模で重複が認

められた (26日)。

12月3日，北方地区の

面，レベル実測を実施した。 ~コ究会忽で

4日は北方地区北西建物群

を再精査し，重複の新旧関

係及び掘り方断面の土層を 挿図6
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再確認し，すべての調査を終了した。

本調査地は前述の如<，樹木，つつじ等が多く ，拡張のたびに護国神社宮司の面山千岳氏に多大

なご迷惑をおかけしたが，すべて心良くご快諾いただき，十分な調査を実施することができたこと

を感謝申し上げたい。

2) 検出遺構と出土遺物

建物跡についての数値及び出土遺物は別表を参照。ここでは建物跡全体について概略を述べる。

〈正殿>(第24図，図版11・12)

耕作土を除去した段階で掘り方プランが確認されており，層位的な新旧関係の把握はできない。

正殿は 6時期の変遷が認められ，その新旧関係は掘り方の重複から明白である。すなわち古い方

から S87488→748A→745→7468→746A→744→743である。被も新しい S8743は桜石等の状況か

ら礎石建物が推測されるが，それ以外はすべて南面片廊，東西棟の掘立柱建物である。

掘り方形状は故も古いS87488.748Aを除き，隅丸方形か不整円形を呈する。埋土はS87488.748A

が地山飛砂層の褐色砂と黒色粘土ブロ ックからなり，他の掘り方は赤褐色砂，赤褐色粘土プロ ック

を主にした軟かい砂質土で比較的遺物の細片が含まれる。S8745埋土には多量の焼壁が混入してお

り，前代の建物が火災を受けて焼失したことが伺われる。またS8746柱痕跡こは，多量の焼壁(白

) と炭化材が混入きれていることから，被火災建物と考えられる。

〈正殿南建物>(第26図，図版12)

掘り方プランは，耕作土を除去した段階で確認されたが，掘り込み面は褐色の比較的締った地山

砂で，正殿付近のサラサラした飛砂と異なる。

87548， 754はほぼ同位置 ・同規模の建替えである。埋土は褐色砂で周囲の地山砂の色調と酷

似し，きわめて識別しにくい。S8749は， S8754建物を南に 1間拡張した形で建替えがなされてい

る。

〈北西建物>(第28図，図版16)

最も古いS8769は，崩壊土と考えられる赤褐色粘土を除去した段階で掘り方プランが確認された。

掘り方は平面プランがほぼ方形を呈し大きし深さも 1.2mと堂々 とした規模である。埋土は褐色

砂で無遺物であるが，柱痕跡には焼土，炭化物の混入が認められる。S8759も柱痕跡に焼土，炭化

材が認められることから焼失したものと考えられる。

〈正殿西建物>(第29図)

S8756建物は正殿の西約 5mで東妻と恩われる 4個の掘り方を確認したに過ぎない。掘り方には

いずれも抜き取り穴が認められる。

SF677 A・B築地 (第27図，図版18)

北調査区で検出された。基底幅約 1.2m，残存高約50cmである。積土は赤褐色土と賞褐色土を互
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に版築を施しているが，あまり 竪 〈叩き締められていない。正殿中軸線上部分は国営調査によ っ

て発掘済みで，門跡、等は検出されなかったようであるが，築地の北約6-7m付近で瓦の堆積が報

されており門の可能性を指摘している。調査区の西側では撹乱により向Ij平きれている。

- 33-



w 
.宇』

A 

@ aψ 
⑧ 

0 1 : 100 ?M 

減 46m60参

第28図 北西建物跡 (S B 758， 759， 769建物跡)

。

S 8759 

.QO司E・、3町

46m50 

46m50 



表皿 第40次調査建物跡観察表

;建 物 規模 (桁行×梁行)(m) 構造及び方位 出土遺物(掘り方内)・その他

5問X4削 (18.OX 12.6) 南面片廟付掘立柱 出土遺物:なし

SB748 南桁西から(3.6+3.6+3.6+3.6+3.6) W3.S 捜土:褐色砂，粘土(黒)プロ ック

東梁北から (2.7+2.7+2.7+4.5)

5問X3間 (16.5XI2.0) 南面片廟付掘立柱 出土遺物 :赤掲色土器杯二次調整 ・無調整，焼

S8745 南桁西から(3.3+3.3+3.3+3.3+3.3) Wl.-2.S 地・瓦・転用硯(叢)，鉄製品釘(第30図13・14)

東梁北から (3.5+3.5+5.0) 理土 :褐色砂，焼壁，炭化物

正
5問X3間 (? X ? ) 

S87468 
南面片踊付掘立柱 出土遺物:焼簿，赤褐色土器郎二次調繋

WO.S (第30図2)無調整，鉄製品 (第30図15・16)

5間X3間 (16.5X12.0) 南面片府付掘立柱 出土遺物:赤褐色土器尽無調態， 須恵器蓋の転

S8746A 南桁西から (3.3+3.3+3.3+3.3+3.3) WO.S 用硯 (第30図3・4・5)， 主導，瓦
殿

*梁北から (3.5+3.5+5.0) 埋土 :赤褐色土，焼壁，白土，炭化物

5間X3間 (15.0+9.8) 南面片廟付掘立柱 出土遺物 :赤褐色土器郎無調盤 (第30図 1) 

S8744 南桁西から (3.0+3.0+3.0+3.0+3.0) W 1.ー2.N 瓦 ・主導，須恵器杯，叢

東梁北から (2.8+2.8+4.2) 理土赤褐色土，焼壁，白土.炭化物

5間X2-3間 (? X ? ) 
S8743 

礎石? 出土遺物赤褐色土器杯無調盤

Wl.-2.N 埋土 :河原石

3間X1間 (9.9X3.0) 掘立柱 出土遺物:なし

S87548 北桁西から (3.3+3.3+3.3) W3.S 埋土 :貰縞色砂

正 *梁 (3.0)

殿 3間X1間 (9.9X3.0) 冊立柱 出土造物 :須恵器保，瓦

南 S8754A 北桁西から (3.3+3.3+3.3) W 3.S 埋土 :H音褐色砂， 赤禍色粘土プロ ック

建 東梁 t3.0)

物 3問X2間 (1l.5X6.7) 掘立柱 出土遺物 :赤褐色土総界二次調態.内黒土師器

S8749 北桁西から (3.8+3.8+3.9) W 3.S 坪 (回転ケズリ)(第30図6)，円面硯(8)

*梁北から (3.6+3.1) 埋土 :褐色砂， 赤褐色粘土

6 f~J x 2間 (l4.8X5.4) 掘立柱 出土遺物:弥生式土器，鉄製品釘 (第30図17)

北桁西から W O.S 埋土 .，賀補色砂，赤禍色粘土
S8769 

(2.8+ 2.4+2.5+ 2.2+2.6+2.3) 柱痕跡 :焼土，炭化物， 赤褐色土

ヰじ
西梁北から (2.7+2.7)

7間X2問 (13.8X5.6) 掘立柱: 出土遺物 :赤褐色土総蓋

西
北桁西から WO.S 埋土:賀補色砂，焼土，炭化物

S8759 
(2.0+2.0+2.0+2.0+2.0+ 1.8+2.0) 

建
柱痕跡赤褐色砂，焼土，炭化物

西梁北から (2.8+2.8)

物
6間X2間 (1l.8X5.0) 掘立柱 出土遺物:なし

北桁西から W O.S 捜土:(稽褐色砂
S8758 

(2.3+2.3+1.8+1.8+ 1.8+ 1.8) 柱痕跡 :焼砂，炭化材

西梁北から (2.5+2.5)

正殿画建物

? X 3問 (? X7.5) 掘立柱 出土遺物 :須恵器保(回転ケズリ)(第30図7) 

S8756 東梁北から (2.2+2.6+2.7) N 1・w 瓦，場

理土 :縄色砂，賞褐色砂

一 一
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SK668出土遺物 (第31比，

司版37)

す須恵器 1は黒褐色を

る硬質焼成の硯である。葦の

程とまったく同じ技法製作

内面の一部を隅丸で成形し，

10cm 

d 』
遺物遺構出

po 
q
d
 

第30図

方形に削りくぼめ海としてい 14(3ー213)
しかし本来は蓋として成る。
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第32図 S X771・772焼土遺構

J径 1.4m，短径 1mで埋土は褐色砂と赤褐色粘土で多封の

五しが混入されている。瓦溜と考えられる。

SK770土境 (第23図)

S8745建物府の西端掘り方を切って掘り込まれている。楕円

形の平面プラン，鍋底状の不規則な断面，それに多量の瓦が出

土することより瓦溜と考えられる。

SK774， 775土墳 (第23図)

いずれも不整形プランを呈し，壁は緩い傾斜を示し，深さも

10m ~20m と浅く性格については不明である。築地崩壊土から

掘り込まれている。

SK774出土遺物 (第33図，図版36)

赤褐色土器 :1は回転糸切無調整の杯である。

SK776土境 (第23図，図版16)

築地崩壊土を切って検出された。径約 1.6mの円形で，深き

は約 1mの円錐状を呈する。褐色砂，赤褐色粘土の埋土で上層

では比較的多くの瓦が出土している。性格は不明。

SX760.......768瓦溜 (第23図，図版16)
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北辺築地の南で，ほぽ東西線上に並ぶ形で検出された。径

30cm-50cm程で深さは約50cmで¥すべての掘り込みに瓦が詰

っている。 しかし， .fL溜にしては平面プランが小規模過ぎる

こと，東西線上にほぼ並ぶことを考え合わせると，他の性格

を考え る必要がある。

SX771焼土遺構 (第32図，図版17)

北調査区西で検出された。焼土jえび炭化物面は，SB759建

物の範囲内で確認された。焼土は北西に比較的厚〈堆積して

おり，それを除去したところ焼墜と忠われる焼土塊が集中し

た落ち込み部分が検出された。床面は鍋底状で地山砂が火熱

のため赤褐色，黒色に変色していることから，炉ある L、はカ

マド遺構とも考えられる。単なる火災による焼酎とは考えら

れなし、。また焼土も子細に観察すると，スサの他に細い空洞

があり木舞とも考えられるが，建物の壁かあるいはカマド遺

惜のものかは識別できなかった。

SX771出土遺物 (第33図，図版37)

赤褐色土器:2は回転糸切り無調整の杯、である。

鉄製品:3は小札である。 4， 5は釘である。

SX772焼土遺構 (第32図，図版17)

X771の北に接して検出された。約1.2mの円形で，焼土がSX771を覆っており SX771より新し

q1 .: ~ 5fm 2 (3-:248) 
褐色砂

第35図 各層位出土造物
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第36図 崩壊土出土遺物

いものと考えられる。欽釘が出土している。

SX773焼土遺構 (第23図，図版

正殿SB746建物掘り方上l耐で検出された。耕作のため全容は把握できないが，約60cm凶方に焼

が確認され，浅いレンズ状の堆積状況を示す。

SA750柱列 (第23図，図版12)

A750としたものは，後日精査の結果SB745建物跡隔の抜き取り穴であることが判明した。

SA751・753柱列 (第23図，図版12)

SA751はSB748A廟掘り方より新しし、。またSA753はSB748A摺リ方より新ししいずれも正殿

築造に伴う足場等の小掘り方と考えられる。

SA752柱列 (第23図.図版12)

SB745廟掘り 方より古し、。創建期の正殿築造にかかる足場等の掘り方と考えられる。

SA755柱列 (第23図，図版12)

南北に延びる 3個の大形掘り方であるが，深さが異なること，周辺遺構とまったく関係が不明なこ
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とから，同一時期，同遺構かどうかは断定できなし、。また柱痕跡も認められな'"'0しかし中央のも

り方上層から銅鈴が一個出土している。

3) 各層位出土遺物 (第34図，図版38・39)

須恵器 1はへラ切り無調整の町、である。内面見込みに漆紙が付着。量の遺存状況は良くないが，

赤外線テレビカメラで観察したところ 2-3行の文字が認められる。 rコ年口月口口日J，r口四口」

叶が判読できる。 2は回転糸切り無調整で底部に 「厨」の量蓄が認められる。 3，6は回転へラ切

り無調整。 6は内面を硯に転用。 5は底部に rXJのへラ記号。 7-10は葦であるがすべて内面を

硯に転用。11は体部下端を打ち欠き高台部内側を硯に転用。

硯:12-13は透しを有する円面硯脚部である。13は長方形の他に小さい円形透しが認められる。

赤褐色土器:15-18は回転糸切りで， 15・17は体部下端から底部周縁にかけて回転ケズリが認め

られる。15・18の墨書は判読不可能である。

緑紬陶器:外面は回転ケズリ，内面はミカ。キ状の細かい調整がなされている。内外全面に刷毛塗

りによる明るい賞緑色の糊が認められ，胎土は明褐色の軟質である。

埼:19は埼の破片で 「月」の墨書が認められる。

鉄製品:20-21は釘である。

〈崩壊土層〉

埠 1は黒色を呈する軟質焼成。

鉄製品 2は小札と思われる。

〈褐色砂層〉

地山飛砂層上の褐色砂から出土した。

鉄製品:3は2と同様，小札と考えられる。

〈地山飛砂層〉

縄文式土器:4は方形の区画文内を磨消した縄文式土器である。口唇部にも縄文が施されて

いる。

4) まとめ

第40次調査では正殿，正殿南建物，北西建物が検出された他，政庁域の規模がほぼ判明した。こ

れまでの調査では東辺建物，北東建物 (昭和58年度)が検出されており政庁内の大部分の建物が明

らかにされているが，脇殿については未だ未調査である。したがって本項では，正殿の変遷と政庁

の規模それに若干の年代観についてのみ述べ，政庁内外全域の変遷，構成については本報告に委ね

たい。

殿は掘り方の重複から羽期の変遷が認められる。

第I期 (S B 748 B .748 A )は東西 5問×南北3聞に南府を有する。本期は他の掘り方によってかな
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第37図 政庁殿建物変遷図
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リ破壊を受けており，側々の掘り方の規模や柱痕跡は不明な点が多1，'0しかし南附では明らかに

後が認められることから建替えがなされたと考えることが妥当であろう。ただ明石在な建物の規模を

確認できなかったので，新たに期を設定せずに第 I期-A，Bとした。第H期 (SB745)は東西 5

問、南北2聞に南j桶を有する。第 I期とほぼ1司位置であるが南桁と腐の柱聞が若半広1，'0この掘り

方埋土には焼壁，焼埼.が多量に充填されているものがあり，第 I期-Bが火災を受けた可能性を示

唆している。第1lI期 (SB746B)は東西 5間，南北2聞に南廟を有する。本期は前期より約 2m程

北に寄り，掘り方は次期と共に最も大きく径約 2mを計る。第W期(SB746A)は第1lI期とまったく

同位置，同規模に構築されたものである。柱は大部分が抜き取られているが，残存する 2本の柱痕

跡には多量の焼壁と炭化物がif~入しており，大火災によって焼失したものと考えられる。第 V 期

(SB 744)は東西 5間，南北2聞に南廟を有する。全期を通じて最も小規模な正殿である。第V期

の他との大きな相違は，建物の周囲に溝が認められることである，しかしその形状は、砂地に直接

掘リ込まれた幅の狭いもので¥雨落ち溝とは考え難いことから，建物の構築に伴う基礎地業様の遺

構と考えられる。第四期 (SB743)は第V期とほぼ同規模と考えられるが断定はできなし、。すなわ

ち本建物は第V期掘り方上方で認められた河原石を般石と考えたものであるが，後世の耕作のため

その据え方，また根石の遺存状況もきわめて悪い。 しかし，本来周辺地域は砂丘地であり自然、石は

認められないこと，それぞれの河原石が掘 り方上に位置することから建物の可能性を指摘しておき

たし、。

以上のように正殿は四期の変選が認められるが，その傾向を概観すると，第 I期のみ梁聞が3間，

また第四期が礎石建物の可能性があるがそれ以外はすべて東西 5間，南北2閉それに南面の片踊を

有する掘立柱建物の構造を呈する。建物規模は第 I期が最も大きし新しくなるにつれ小規模化す

る。しかし，全期を通じて東西の中軸線はほぼ同位置を保ち，同時に方向の振れも小さし、。掘り方

については，第I期はほぼ方形に近いし っかりした形状を呈するが，他の時期の摘り方は砂地とい

うこともあり，平面プランは隅丸方形か不整円形，断面も大部分は鍋底状を呈する。

各却jの年代については，それを決定づける土器等の出土造物は認められなかった。

秋田城の創建期は，続日本紀天平五年 (733)十二月条「十二月己末。出羽柵選置於秋田村高清水

岡……」である 。 しかしこれまで外郭築地線の調査で回転へラケズリの須恵器杯jえび国分寺下層~

の丸底土削器杯が共伴しているが，あきらかに 8世紀前半に遡る遺物は出土していない。

一方，紀年銘を有する木簡， ?奈紙文書等の出土状況を見ると，昭和52年第25次調査で束外郭の東

・約100mの鵜ノ木地区井戸跡から 「天平六年月 J (734) f (天平)勝宝凶J(752)， f(天平)勝宝 5年」

(753)銘の木簡が出土している。政庁域では昨年皮38次調査で築地隣接地から 「……神護 ……J，

「士亀元年J (770)銘の漆紙文書が出土している。すなわち鵜ノ木地区では出羽柵創建の翌年から

750年代までの年紀のものが，また築地で図れた政庁域では760年以降のものが出土している。この

年紀の相違は単なる隅然ではなくきわめて少ない資料ではあるが，両者間において760年頃を機に
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政治的な変革があったことを物語るものではないだろうか。その一つに天平宝字四年頃と考えられ

ている出羽柵→秋田城への改称問題がある。続日本紀延暦二十三年条に「……秋田城建置以来鮒余

年……」とあり.これは逆算すれば，天平宝字四年頃に相当するものである。

すなわち，延暦二十三年紀の記事は名称のみの変化ではなし施設の交替も著わしているものだ

とすれば，現在調査中の外郭及び政庁等の施設は天平宝字凶年以降の秋田城と考えることが可能で

ある。 しかしそれを立証するためには，鵜ノ木地区の建物群あるいは同丘陵上のそれ以外の地域で

出羽柵の存在を証明しなければならない。鵜ノ木地区の建物は規模，配置についてはきわめて整然

としたものであるが，城柵遺跡、の政庁だと言い切るには証明しなければならない問題がいくつかあ

る。例えば政庁を区画する施設と外郭線そして建物自体の年代決定等である。これらの問題が解決

されない以上，両者の関係は不明と言わざるを得ない。ただ現時点では文字資料の出土を考えた場

合第 I期は天平宝字四年頃の秋田城創建期の可能性を指摘しておきたい。

次に第W期の焼失正殿は，秋田城関係文献資料の比較から最も可能性のあるものは元慶二年(878)

の伴囚の反乱による秋田城の焼打ちであろう。三代実録元慶五年四日条によれば 「……官舎一百ハ

十一字。 城櫓廿八字。 城棚櫓廿七基。瑚棚櫓六十一基……」が焼失したとある。この記事のみでは

心施設と思われる焼失記録は記載されていないが，類焼を被ったであろうことは想像に難くない。

このことから，第W期の終末は 9世紀後葉と考えられる。

第II期， IIl期については，史料との適格な比較はできないが，第II期は第 I期-Bの焼失による

建替えがあろうことは，掘り方に焼壁，焼噂がj昆入することより明白である。しかし史料では大き

な反乱等の記事が認められないことから，不審火等の火災によるものであろうか。年代は掘り方内

から回転糸切り赤褐色土器が出土することから 9世紀中葉には存在していたと考えられる。またこ

の少し以前は秋田城の停廃問題が持ち上がっている時期でもある。

第III期の区画施設は築地であるが第W期は一本柱列に変化する時期である。区画施設をまったく

異質なものに移行するには政治的かあるいは自然現象等のかなり重大な事情が考えられる。元慶

年以前のできごととしては，天長七年 (830)，嘉祥三年 (850)に出羽国において大地震が起きてい

る。天長七年の地震では秋田城の城郭官舎，並びに付属寺院と考えられる四天王寺の仏像が倒壊し

たという報告がなされている。また嘉祥三年十日条によれば¥出羽国において大地震が発生し，か

なりの被害を受けたと記録されている。このことから第II，III期は地震による建替えが考えられる。

第V，羽期については年代決定の資料は皆無と言って良いが，第V期の掘り方，第四期の根石付

近からは，赤褐色土器が多く出土しており，第vl期については10世紀代まで存続の可能性が考えら

れる。

次に区園地訟であるが，その規模は，築地の場合，昨年度第38次調査で東辺，北辺が，また今次

調査で正殿が明確になったことから，政庁の東西線は中軸から折り返すと約94mとなる。しかし南

北については南辺が未確認で、あることから不明と言わざるを得ない。
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メ画地設は築地が2時期，築地の後の一本柱列の 3時期で計 5時期の変遷が認められる。各時期

の反画施設と正殿との関係は第37図の如くである。

川囲を取り 囲む施設としては上述の如くであるが，この他に束辺において南北に走る一本柱列及

び布掘りを伴う柱列が認められることから，四至を囲む施設が消滅した後も，これらの塀で東西の

諸施設を区画していたものと考えられる。

なお築地に伴う北及び東門は確認されなかった。またー柱柱列にともなうものとして東辺中央部

付近で検出された建物が門の可能性があるが， 一本柱の建物への取り付き方， 建物自体の構造上断

疋て‘き難し、。また，北辺において中軸線より西側が不鮮明であり 今後の調査課題である。

表W 第39次出土墨書土器一覧表

番号 遺物番号 図版番号 号量 後 調盤 技法 切り雌し 色 繍 盤型事部位 出土層佼 備 考

l 2-925 7-3 赤 縄 色土 器 糸切り 赤 褐色 底 部 黒 色 土 口口(三角形の記号か)

2 2-920 -4 赤偽色土器(台付係) 11 i美質経色 11 銀 色砂 口

3 2-933 4-5 11 H 賞 補色 体 部 持母 口

4 2-919 -6 " 11 浅賀積色 底 部 JI 口

5 2-937 8-6 5貞 恵、 号量 へラ切り 灰 白 色 JI 賞褐色砂 口口

6 2 -910 -13 赤 褐色土器 糸-l;IJり 時縄色 体 部 11 金

7 2-907 -15 11 11 暗赤褐色 11 11 真

8 2-931 -16 11 H 赤 褐色 雇E 部 11 口口(2字典慾)

9 2-952 -17 土 師器(台イ寸原) 11 淡 補色 体 部 /1 生

10 2-930 -18 赤褐色土雪量(台付lf) 11 赤 褐色 底 部 /1 口

11 3 -008 9-19 土 自市 器 不 明 It~ 褐色 体 部 1/ 口〔我ヵ〕

12 2 -929 -20 赤 縄色 土 器 糸 切り 黄綬色 底 部 1/ 口

13 3-005 -21 " 1/ 賞縄色 11 " 口
14 2-932 -22 11 1/ t炎赤縄色 体 部 1/ ロ

15 2-939 10-1 5頁 E・也釘・ 器 へラ切り 灰 白 色 底 剖i灰 白 色 ロ〔我ヵ〕

16 2 -945 -3 1/ 11 11 1/ 1/ 口〔可ヵ〕

17 2-950 -4 1/ 不 明 暗灰管色 体 部 1/ 口

18 2 -923 -18 赤 褐色 土 器 糸-l;IJり 賞偽色 底 部 1/ 口

19 2-921 -19 1/ 不 明 淡3町櫨色 体 部 11 口

20 2-948 -20 1/ 糸切り 浅賀補色 底 部 1/ 口〔大ヵ〕

21 2 -922 -21 H 不 明 i支貧橿色 体 部 1/ 口

22 2 -947 -22 " 1/ 11 1/ " 口
23 2-924 -23 H 糸切り 赤 縄色 底 部 " 上
24 2-927 -24 1/ 不 日月 t実質種色 体 部 11 太

25 2-928 -25 H 糸切り 賀補色 底 部 11 口

26 2-926 -26 11 11 赤 褐色 11 11 生

27 2-940 13-} ~Ji '*: 器 へラ切り 時灰白色 1/ 1尼 炭 口〔門ヵ〕

28 2-938 -3 JI 糸切り 灰 青 色 1/ H 口〔ロヵ日ヵ 己ヵ〕

29 2-941 -6 H H 灰白色 底部・休部 JI 口/口

30 2-944 -7 H へラ切り 灰 青 色 雇主 部 " 口
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番号 遺物番号 図版番号 告審 種 調鐙技法 切り雛し 色 自衛 B駐轡部位 出土層位 備 考

31 2 -943 -8 " 
H 灰白色 体 部 11 口

32 2 -946 -9 m恋器(台付杯) 糸切り 灰背色 底 部 1/ 口

33 2-949 -10 1/ へラ切り 灰白色 11 11 ロ
34 2 -942 -11 須 J!!. 器 (薮) 天井部回転ケズリ 不 明 略灰背色 つまみ都 1/ 口

35 2-953 16-26 土 自市 務 糸切り 日昔偽色 体 部 1/ ロ
36 2 -954 -27 11 不 明 11 11 1/ ロ
37 2-914 17ー32 赤 縄色土器 糸切り 11 内蘭体昔日 H 口

38 2-915 -34 11 " 灰白色 曜主 部 H 「イ」状の記号か

39 2 -918 -35 11 11 暗賞絡 11 11 ロ
40 2 -925 -36 " 11 iIf;褐色 11 H 口

41 2 -917 -37 11 11 i美賀鐙色 体 部 1/ ロ
42 2 -916 18-67 11 11 賀補色 底 部 11 厨

43 2-908 -71 " " 11 体 部 1/ ロ〔史ヵ吏ヵ〕

44 3 -035 -73 11 11 赤 禍色 11 11 口

45 2 -909 19ー77 赤縄色土器 不 明 赤 褐色 体 部 i~ }長 口

46 2 -911 -78 11 糸切り 1c褐色 11 " 口

47 2 -913 -79 t市t補色土器(台付旅) 1/ 浅1l.位色 草主 部 11 口

48 2-936 -80 H 11 11 11 H 口

49 2-912 -81 11 H 明賞褐色 1/ 1/ 長

50 2 -951 -82 H 不 明 灰褐色 体 部 1/ ロ
51 2-955 -83 土 自市 昔E 11 赤 織色 1/ 11 ロ

表V 第40次出土墨書土器一覧表

番号 遺物番号 図版番号 告E 種 翻盤技法 切り雛し 色綱 強轡部位 出土層位 備 ヨ雪

52 3 -227 34-2 ~Ã 恋 器 糸切り 灰脊色 底 部 耕作土 厨

53 3-240 -15 赤 織色土綜 11 赤 褐色 11 11 口

54 3 -243 -18 " 11 1/ 11 11 口(+ヵ)

55 3 -244 -19 対よ 時縄色 11 丹

表羽 第39次出土人面土器一覧表

祷号 遺物番号 図版番号 苦器 種 調態技法 切り縦し 色 Z縄 占陸型F部位 出土層位 イ箱 考

l 2-984 20- 1 iIf;偽色 土 器製 タタキ4 手持ちケズリ 赤 縞色 体 部 上色砂司副賞層倫 人蘭援st 4的i

2 2-985 -2 11 11 11 11 11 " (24IhII hi均、}
3 2-982 21-3 1/ 回 転ケズリ 糸切り 茶舗色 11 婦m 5 il己決 11 3 U1i 

4 2-983 -4 11 11 11 1/ 11 11 11 3凶l

5 2-981 -5 " 手持ちケズ リ 1/ 赤 偽色 11 下色砂局面宮崩町制 /1 5[fIi 

6 2-906 19-ー76 赤 補色土器 t不 不 日月 /1 H 1尼otltJ 休部に 目玉
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調査成果の普及と関連研究活動

(1) 現地説明会の開催

第39次調査について

講師小松正夫

第40次調査について

講師小松正夫

(2) 諸国体開催研究会議への参加

昭和59年 6月23日

昭和59年10月20日

0科学研究費会議 一東日本の城柵遺跡ー

出席小松正夫 昭和59年 5月1日 (於・国立歴史民俗博物館)

0社教主事研修会

出席日野 久

0秋田県文化財保護研究協議会

講師小松正夫

昭和59年 7月 9日-8月 9日(於 ・弘前大学)

一秋田城跡の発掘調査一

県立博物館)

昭和59年11月20日 (於・秋田

0第11回古代城柵官街遺跡検討会

発表小松正夫 一秋田城跡、第40次調査について一

参加所員日野 久 昭和60年 2月10日， 11日(於・宮城県東北歴史資料
館)
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図版 1 第40次調



図版2 上第39次調査航空写
第39次調査全景(西から)



図版3 上第39次調査全景 (西から)
下 S A 740A・B.Cクイ列 (南から)



図版4 第39次調査地 740Cクイ列 (南東から)
A 740Aクイ列 (東から)



図版 5 第39次調査地上 S A 740 Aクイ列 (東から)
下 S A 740Aクイ列 (北か ら)



図版6 第39次調査地上 S 0738大溝 (南から )
下 S 0737溝 (南から)



図版 7 第39次調査地 木製品(人形)出土状況



図版8 第39次調査地 木製品 (斎串 ・刺市出土状況)



曲物
火鎖
駄
イシガイ
土器類

A-
円

L
q
J
に
d

p

o

1 

状況地造物出第39次調図版9







図版12 第40次調査地上正殿跡 (東から)
正殿跡 ・正殿南建物跡 (南から)



8745・748桂物跡
J J~ù iJ:eり方断UlI(丙から )

向上掘り方断 向上掘り方断面

ヨ版13 第39次調査地



.f 

;tf. 

焼壁 ・白土出土状況

図版14 第39次調査地 S 8746建物跡掘り方断面 (西から)



図版15 S B 746建物跡掘り方断面 (南から )
状況



図版16 第40次調査地 F677 A、・B築地跡 (西から)
S 8758・759・769建物跡 (西から)



S A 747中主列
掘り方断面(南から)

B 769・759建物跡
掘り方断面(北から)

図版17 第40次調査地



図版18 第40次調査地上 S F677 A . B築地跡断面 (東から)
下 S F677 A . B築地崩壊土断面 (南東から)
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図版19 第39次調査出土遺物 1 -14貰褐色砂 15-18表土 ・黒色砂
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図版20 第39次調査出土遺物 19-28黄褐色砂 29-42灰白色砂
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図版21 第39次調査出土遺物 43-60灰白色砂
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図版22 第39次調査出土遺物 61・62灰白色砂 63~69泥炭層
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図版23 第39次調査出土遺物 70-80泥炭層
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図版24 第39次調査出土遺物 81・82泥炭
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図版25 第39次調査出土造物 83・84泥炭層
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図版26 第39次調査出土造物 85-92泥炭層
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図版27 第39次調査出土造物 93-107泥炭層



117 

120 

， 

108 

a
E
E
 
--

.-

118 

126 

図版28 第39次調査出土遺物 108-128泥炭層
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図版29 第39次調査出土遺物 129-145泥炭層
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図版30 第39次調査出土遺物 146・147・154泥炭層
148-152・155SD738大溝
153 SD737溝
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図版31 第39次調査出土遺物 1 ~ 5・9
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8・11
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馬形
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木釘状木製品
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図版32 第39次調査出土遺物 12・13斎串 ・刺串 14-18木簡





図版34 第39次調査出土造物 人面墨書土器
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図版36 第40次調査出土遺物
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図版37 第40次調査出土遺物
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図版38 第40次調査出土遺物 1 -14表土 ・耕作
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図版39 第40次調査出土遺物 15-21表土 ・耕作土



秋田城跡発掘調査事務所要項

I 組織規定

/昭和37年 5月8日 教育規則第 3号L秋田市教育委員会事務局組織規則 抜粋 l i l改正 昭和52年11月21日第11号/

第 1条

4.第3条第4項に掲げる事務を分掌させるため，社会教育課に所属する機関として，秋田

城跡発掘調査事務所を置く。

第3条

4.秋田城跡発掘調査事務所における事務分掌は，おおむね次のとおりにする。

史跡秋田城跡の発掘に関すること。

二，史跡秋田城跡の出土品の調査および研究に関すること。

II 発掘調 査体制

1 ) 調 査 体制

秋田市教育委員会

教 育長 高泉宏作

社会教育課長 佐藤 夙

調査機関

秋田城跡発掘調査事務所

所 長 (参 事) 佐々木栄 孝

文化財保護主事 小松正夫

社会教育主事日野 久

補佐員高橋 学

2) 調査指 導機関

宮城県多賀城跡調査研究所



発行昭和60年 3月31日

--， .，， 

秋田市教育委員会 秋田マイクロ写真印刷 (株)
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